
イノシシ対策とは



広がりつつある山林・荒廃農地 縮小する人間の活動圏

生息地管理

ここをどうするかについて、地域の考え方が重要！



被害管理



個体数管理（わな）

くくりわな 箱わな
※この他にも広い面積での囲いわながある

山の１０頭より、里の１頭

※被害を出すイノシシの行動圏は１平方キロ程度、定着、増加を防ごう！



個体数管理（わな）

タイプ
けもの道を見つけて
能動的に捕獲できる

停滞している場所で
受動的に捕獲できる

設置の難易度

設置場所の制限

リスク

やや難
訓練が必要

簡単
場所が決まれば管理のみ

ワイヤーを固定する木が必要 傾斜地でない平坦な場所

安全なとめ刺しには経験必要 比較的リスク少なく捕獲できる

くくりわなは「主体的」、箱わなは「受け身」の捕獲

時間のかかり方が全く違う



群馬県のイノシシ

令和２年度の捕獲状況



群馬県のイノシシ

令和３年度の捕獲状況



R2→R3
個体数回復基調

R2→R3
個体数激減
R3→R4
個体数回復基調
R5→
急増想定

豚熱（豚コレラ→ＣＳＦ）の影響



今後に向けて

・わな捕獲場所の位置座標

・わな捕獲時期

・エサの入れ替えタイミング（年月日）

記録を整備すること ＝ 捕獲効率を上げること
（もちろん負担にならない程度の項目数で・・・）

行政（県）

捕獲情報の分析
情報提供

行政（市）

記録
捕獲適地の共有

狩猟者

現場実務
データ採取



必要な対応

どこで獲るか
（場所）

なぜ獲るか
（目的）

どうやって獲るか
（方法）

被害対策
（加害個体の除去）

林縁部や被害地までの間
→林縁部から連続する耕作放棄地
痕跡調査で痕跡の濃淡を確認

くくりわな や 箱わな
→林縁部付近ではくくりわな
農地付近では箱わなを選択
エサの種類や採食状況を注視する



必要な対応

どこで獲るか
（場所）

なぜ獲るか
（目的）

どうやって獲るか
（方法）

個体数調整
（増加抑制）

林縁部から山側

囲いわな
くくりわな
銃など



必要な対応

どこで獲るか
（場所）

なぜ獲るか
（目的）

どうやって獲るか
（方法）

個体数調整
（増加抑制）

林縁部から山側
→林縁部沿いの痕跡調査で収束確認
傾斜量が少ない場所でカメラ設置

囲いわな くくりわな 銃猟
→林内で囲いわなで誘因、慣らし捕獲
囲いわなができない場合はくくり
猟期外は箱わな、猟期は銃の併用
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